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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】着脱、診察、治療及び各種の介護処理等を行う 
際に着用者又は介護者にとって利便性かつ作業性の良い 
入院・診察・介護用衣服を提供する。
【解決手段】入院、診察あるいは介護用に使用される上 
着であって、この上着は両肩ともに肩から袖口７までの 
開きとして線ファスナーｆで両方向すなわち肩から袖口 
７へ袖口から肩へと開閉自在とし、脇部は両脇ともに腰 
部から脇までの開きとして脇部線ファスナーで開閉自在 
とし、また入院、診察あるいは介護用に使用されるズボ 
ンであって、このズボンは両脇ともに脇から裾口までの 
開きとして線ファスナーで両方向すなわち脇から裾口へ 
裾口から脇へ開閉自在とし、さらに入院、診察あるいは 
介護用に使用される衣服は、上述の上着とズボンの上下 
一対とから成る。
【選択図】図７

評価書の請求　未請求　請求項の数　6　　書面　（全6頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 院 、 診 察 あ る い は 介 護 用 に 使 用 さ れ る 上 着 で あ っ て 、 前 記 上 着 は 両 肩 と も に 肩 か ら 袖  
口 ま で の 開 き と し て 線 フ ァ ス ナ ー で 両 方 向 に 開 閉 自 在 と し 、 脇 部 は 両 脇 と も に 腰 部 か ら 脇  
ま で の 開 き と し て 脇 部 線 フ ァ ス ナ ー で 開 閉 自 在 と し た こ と を 特 徴 と す る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護  
用 上 着 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 上 着 に お い て 、 両 肩 と も に 肩 か ら 袖 口 ま で の 開 き  
と し て 用 い ら れ る 線 フ ァ ス ナ ー は 肩 か ら 袖 口 へ 袖 口 か ら 肩 へ と 両 方 向 に 開 閉 自 在 と し 、 こ  
の 線 フ ァ ス ナ ー に は ２ つ の ス ラ イ ダ ー が 具 備 さ れ 、 さ ら に そ の 肩 口 に は 開 き 具 が 袖 口 に は  
下 止 が 具 備 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 上 着 。
【 請 求 項 ３ 】
　 入 院 、 診 察 あ る い は 介 護 用 に 使 用 さ れ る ズ ボ ン で あ っ て 、 前 記 ズ ボ ン は 両 脇 と も に 脇 か  
ら 裾 口 ま で の 開 き と し て 線 フ ァ ス ナ ー で 両 方 向 に 開 閉 自 在 と し た こ と を 特 徴 と す る 入 院 ・  
診 察 ・ 介 護 用 ズ ボ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 ズ ボ ン に お い て 、 両 脇 と も に 脇 か ら 裾 口 ま で の 開  
き と し て 用 い ら れ る 線 フ ァ ス ナ ー は 脇 か ら 裾 口 へ 裾 口 か ら 脇 へ と 両 方 向 に 開 閉 自 在 と し 、  
こ の 線 フ ァ ス ナ ー に は ２ つ の ス ラ イ ダ ー が 具 備 さ れ 、 さ ら に そ の 脇 に は 開 き 具 が 裾 口 に は  
下 止 が 具 備 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 ズ ボ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 入 院 、 診 察 あ る い は 介 護 用 に 使 用 さ れ る 衣 服 で あ っ て 、 前 記 衣 服 は 上 下 一 対 の 上 着 と ズ  
ボ ン と か ら 成 り 、 前 記 上 着 は 両 肩 と も に 肩 か ら 袖 口 ま で の 開 き と し て 線 フ ァ ス ナ ー で 両 方  
向 に 開 閉 自 在 と し 、 脇 部 は 両 脇 と も に 腰 部 か ら 脇 ま で の 開 き と し て 脇 部 線 フ ァ ス ナ ー で 開  
閉 自 在 と し 、 ま た 前 記 ズ ボ ン は 両 脇 と も に 脇 か ら 裾 口 ま で の 開 き と し て 線 フ ァ ス ナ ー で 両  
方 向 に 開 閉 自 在 と し た こ と を 特 徴 と す る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 衣 服 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 衣 服 に お い て 、 上 着 の 両 肩 と も に 肩 か ら 袖 口 ま で の  
開 き と し て 用 い ら れ る 線 フ ァ ス ナ ー は 肩 か ら 袖 口 へ 袖 口 か ら 肩 へ と 両 方 向 に 開 閉 自 在 と し  
、 こ の 線 フ ァ ス ナ ー に は ２ つ の ス ラ イ ダ ー が 具 備 さ れ る と と も に そ の 肩 口 に は 開 き 具 が 袖  
口 に は 下 止 が 具 備 さ れ 、 ま た ズ ボ ン の 両 脇 と も に 脇 か ら 裾 口 ま で の 開 き と し て 用 い ら れ る  
線 フ ァ ス ナ ー は 脇 か ら 裾 口 へ 裾 口 か ら 脇 へ と 両 方 向 に 開 閉 自 在 と し 、 こ の 線 フ ァ ス ナ ー に  
は ２ つ の ス ラ イ ダ ー が 具 備 さ れ る と と も に そ の 脇 に は 開 き 具 が 裾 口 に は 下 止 が 具 備 さ れ て  
い る こ と を 特 徴 と す る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 衣 服 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 入 院 、 診 察 あ る い は 介 護 用 に 使 用 さ れ る 衣 服 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 入 院 、 診 察 あ る い は 介 護 用 に 使 用 さ れ る 衣 服 は 、 次 の （ １ ） ～ （ ５ ） に 示 す 問 題  
が 指 摘 さ れ て い る 。
　 （ １ ） 四 肢 の 麻 痺 や 拘 縮 の あ る 老 人 に 対 し て 、 着 脱 が 不 便 で あ り 、 特 に 体 重 の 重 い 老 人  
や 、 着 脱 を 嫌 が る 老 人 は 着 脱 時 、 全 身 で 抵 抗 す る 為 、 介 護 人 一 人 で は 着 脱 が 出 来 ず 、 着 脱  
時 に は 複 数 の 人 出 を 要 す る 。
　 （ ２ ） ズ ボ ン に つ い て は 睡 眠 中 ま た は 寝 た き り 老 人 は 自 分 で 腰 を 上 げ ら れ ず 、 オ ム ツ 交  
換 が 困 難 で 、 介 護 者 の 腰 に 負 担 が 掛 か り 、 介 護 者 の 腰 痛 の 原 因 と な る こ れ は 診 察 、 各 種 の  
処 理 の 時 も 同 様 で あ る 。
　 （ ３ ） 脇 部 の 開 閉 も 出 来 る 衣 服 や パ ジ ャ マ が 少 な く 着 脱 が 不 便 で あ る 。
　 （ ４ ） つ な ぎ タ イ プ の 衣 服 や パ ジ ャ マ も 同 様 で あ る 。
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　 （ ５ ） 外 出 に は 向 い て い な い デ ザ イ ン で 外 出 の 為 の 着 脱 も 不 便 で あ る 。
　 こ れ ら の 問 題 に 対 応 す る た め 、 入 院 、 診 察 あ る い は 介 護 用 に 使 用 さ れ る 衣 服 は 、 介 護 者  
等 の 負 担 を 軽 減 す る た め に 身 体 の 各 部 位 が 開 き や す い よ う に 例 え ば 上 着 や ズ ボ ン で は 特 許  
文 献 １ ～ ３ に 、 ま た つ な ぎ 服 で は 特 許 文 献 ４ に 示 す よ う な フ ァ ス ナ ー を 用 い た 衣 服 や パ ジ  
ャ マ が 提 案 さ れ 実 用 化 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ２ １ ３ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ２ １ － １ ７ ９ ０ ６ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ １ ０ － １ ０ ６ ３ ７ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ４ ４ ５ ６ ３ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の よ う に 従 来 の 介 護 用 衣 服 等 は フ ァ ス ナ ー を 用 い た 衣 服 や パ ジ ャ マ が 提 案 さ れ 実 用  
化 さ れ て い る が 、 こ れ ら の フ ァ ス ナ ー は 片 方 向 開 閉 可 能 の タ イ プ の み で あ っ た た め 、 必 要  
な 身 体 の 部 位 を 出 す 場 合 に 部 位 に よ っ て は フ ァ ス ナ ー を 全 開 し な け れ ば な ら ず 、 ま た 衣 服  
を 着 脱 す る 場 合 も 作 業 性 が 悪 い と い う 課 題 が あ っ た 。
　 本 考 案 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 介 護 用 衣 服 等 の 着 用 者 又 は 介 護 者 の 利 便 性 及 び 作 業  
性 の 良 い 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 衣 服 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 の 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 衣 服 は 、 入 院 、 診 察 あ る い は 介 護 用 に 使 用 さ れ る 上 着 で あ  
っ て 、 前 記 上 着 は 両 肩 と も に 肩 か ら 袖 口 ま で の 開 き と し て 線 フ ァ ス ナ ー で 両 方 向 す な わ ち  
肩 か ら 袖 口 へ 袖 口 か ら 肩 へ と 開 閉 自 在 と し 、 脇 部 は 両 脇 と も に 腰 部 か ら 脇 ま で の 開 き と し  
て 脇 部 線 フ ァ ス ナ ー で 開 閉 自 在 と し 、 ま た 入 院 、 診 察 あ る い は 介 護 用 に 使 用 さ れ る ズ ボ ン  
で あ っ て 、 前 記 ズ ボ ン は 両 脇 と も に 脇 か ら 裾 口 ま で の 開 き と し て 線 フ ァ ス ナ ー で 両 方 向 す  
な わ ち 脇 か ら 裾 口 へ 裾 口 か ら 脇 へ 開 閉 自 在 と し 、 さ ら に 入 院 、 診 察 あ る い は 介 護 用 に 使 用  
さ れ る 衣 服 は 、 前 記 上 着 と 前 記 ズ ボ ン の 上 下 一 対 と か ら 成 る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 本 考 案 の 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 衣 服 を 使 用 す れ ば 次 の 効 果 を 奏 す る 。
（ １ ） 両 方 向 両 肩 開 き で 、 四 肢 の 麻 痺 や 拘 縮 の あ る 人 で も 、 無 理 の な い 着 脱 が 出 来 る 。
（ ２ ） 診 察 、 各 種 の 処 理 、 各 種 の 治 療 、 注 射 時 に 簡 単 に 開 閉 が で き 、 老 人 、 介 護 者 、 医 療  
従 事 者 に 便 利 で あ る 。
（ ３ ） ズ ボ ン を 両 方 向 両 脇 開 き に し た こ と で 、 オ ム ツ 交 換 、 診 察 、 治 療 、 各 種 の 処 理 （ 例  
え ば 、 尿 バ ル ー ン の ル ー ト も 無 理 な く 出 せ る ） ま た 、 両 方 向 開 き に し た こ と で 大 腿 部 や 膝  
等 の 部 分 を 出 す と き も 腰 部 分 を 下 に 下 げ る こ と な く 出 す こ と が 出 来 る 。
（ ４ ） 抑 制 用 上 着 は 背 部 で シ ワ に な ら ず 、 床 擦 れ の 予 防 に も な る 。
（ ５ ） い ま ま で の パ ジ ャ マ と 違 い 、 散 歩 な ど 外 出 着 と し て 着 用 で き る の で 外 来 治 療 時 に も  
用 い る こ と が 出 来 る
　 　 従 っ て 、 本 考 案 の 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 衣 服 は 、 着 脱 時 の 老 人 の 負 担 を 軽 減 し 、 介 護 者  
の 負 担 を 最 小 限 に し 、 更 に 医 療 行 為 時 の 時 間 短 縮 を 可 能 に す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 上 着 の 正 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 考 案 に 係 る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 上 着 の 背 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 考 案 に 係 る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 上 着 の 左 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 考 案 に 係 る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 ズ ボ ン の 正 面 図 を 示 す 。
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【 図 ５ 】 本 考 案 に 係 る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 上 ズ ボ ン の 背 面 図 を 示 す 。
【 図 ６ 】 本 考 案 に 係 る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 ズ ボ ン の 左 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ７ 】 図 ３ の 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 上 着 の 使 用 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 実 施 例 に よ っ て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明  
す る 。
【 実 施 例 】
（ １ ） 上 着 １ に つ い て （ 請 求 項 １ ～ ２ に 記 載 の 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 上 着 ）
　 図 １ ～ ３ は 本 考 案 に 係 る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 上 着 １ の そ れ ぞ れ 正 面 図 、 背 面 図 、 右 側 面  
図 を 示 し て い る 。 従 来 の 前 開 き 、 ま た は 後 開 き を 両 肩 開 き と し 、 両 肩 と も に 肩 か ら 袖 口 ま  
で の 開 き を 線 フ ァ ス ナ ー ｆ   で 両 方 向 す な わ ち 肩 か ら 袖 口 へ 袖 口 か ら 肩 へ と 開 閉 自 在 と な  
っ て い る た め 必 要 な 身 体 の 部 位 を 出 す と き に 全 開 す る こ と な く 線 フ ァ ス ナ ー ｆ   の ス ラ イ  
ダ ー 部 の 引 き 手 の 操 作 に よ り 局 所 的 に 開 く こ と が で き る 。 こ の 線 フ ァ ス ナ ー ｆ   に は 請 求  
項 ２ に 記 載 の よ う に ２ つ の ス ラ イ ダ ー が 具 備 さ れ 、 そ の 肩 口 に は 開 き 具 が 袖 口 に は 下 止 が  
具 備 さ れ る こ と で 上 記 の よ う な 局 所 的 な 開 き を 実 現 し て い る （ 図 ７ 参 照 ） 。
両 肩 部 の 線 フ ァ ス ナ ー ｆ   の 開 き 始 め 部 位 の 後 身 ご ろ に 短 冊 型 の 上 着 布 片 ４ の 一 端 を 取 り  
つ け 、 他 端 を ス ナ ッ プ ボ タ ン で 前 身 ご ろ に 止 め ら れ る よ う に し て い る 。 頭 よ り か ぶ り 、 ま  
た は 、 下 か ら は き 上 に 持 っ て い く よ う に す る た め 筒 状 に し て い る 。
ま た 、 上 着 の 脇 は 、 着 脱 が 楽 に で き る よ う に 脇 部 線 フ ァ ス ナ ー ３ で 下 か ら 上 に 開 閉 可 能 と  
し て い る 。
（ ２ ） ズ ボ ン ２ に つ い て （ 請 求 項 ３ ～ ４ に 記 載 の 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 ズ ボ ン ）
　 図 ４ ～ ６ は 本 考 案 に 係 る 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 ズ ボ ン ２ の そ れ ぞ れ 正 面 図 、 背 面 図 、 右 側  
面 図 を 示 し て い る 。 両 前 開 き と し て 、 両 脇 と も に 脇 か ら 裾 口 ま で の 開 き と し て 線 フ ァ ス ナ  
ー ｆ   で 両 方 向 す な わ ち 脇 か ら 裾 口 へ 裾 口 か ら 脇 へ 開 閉 自 在 と な っ て い る た め 上 着 と 同 様  
に 必 要 な 身 体 の 部 位 を 出 す と き に 全 開 す る こ と な く 線 フ ァ ス ナ ー ｆ   の ス ラ イ ダ ー 部 の 引  
き 手 の 操 作 に よ り 局 所 的 に 開 く こ と が で き る 。 こ の 線 フ ァ ス ナ ー ｆ に は 請 求 項 ４ に 記 載 の  
よ う に ２ つ の ス ラ イ ダ ー が 具 備 さ れ 、 そ の 脇 に は 開 き 具 が 裾 口 に は 下 止 が 具 備 さ れ る こ と  
で 上 記 の よ う な 局 所 的 な 開 き を 実 現 し て い る 。 両 脇 部 の 線 フ ァ ス ナ ー ｆ   の 開 き 始 め 部 位  
に 短 冊 型 の ズ ボ ン 布 片 ５ の 一 端 を 取 り つ け 、 他 端 を ス ナ ッ プ ボ タ ン で 止 め ら れ る よ う に し  
て い る 。 ズ ボ ン 布 片 ５ は 腰 回 り の 抑 制 の た め の も の で あ る 。 ま た 、 線 フ ァ ス ナ ー ｆ   の 開  
き 止 ま り 部 位 は 裾 と し 、 腰 回 り に は 、 収 縮 さ せ る た め ウ ェ ス ト ゴ ム ６ を 前 身 ご ろ 、 後 身 ご  
ろ に ほ ど こ し て い る 。
（ ３ ） 上 下 衣 服 に つ い て （ 請 求 項 ５ ～ ６ に 記 載 の 入 院 ・ 診 察 ・ 介 護 用 衣 服 ）
　 上 述 の 上 着 １ と ズ ボ ン ２ を セ ッ ト に し た も の で 色 彩 や 柄 な ど を 上 下 合 わ せ た も の で あ る  
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ｆ       線 フ ァ ス ナ ー
　 １       上 着
　 ２       ズ ボ ン
　 ３       脇 部 線 フ ァ ス ナ ー
　 ４       上 着 布 片
　 ５       ズ ボ ン 布 片
　 ６       ウ エ ス ト ゴ ム
　 ７       袖 部 （ リ ブ ）
　 ８       裾 部 （ リ ブ ）
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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